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南極観測隊員が出発するこの
時期は、例年何かと慌しい。
特に今年はこれに加えて法人
化の準備やしらせの後継船問
題等で、さらに慌しいように
思う。皆様、体に気をつけて、
良い年をお迎えください。
（野木義史）
衛星による重力場測定
人工衛星が地球に向かって落ち続けているということは、
力学の基礎を習ったことのある人ならよく知っている話であ
る。初等力学では、衛星の運動はケプラーの法則に従い面積
速度一定の楕円軌道を描くことになるが、現実の衛星軌道は
地球の重力場のゆらぎを反映し、常に少しずつ変化している。
従来、グローバルな重力場を決めるためには、このような衛
星軌道を地上から追跡するしか方法がなかったが、2000年
7月に打ち上げられたCHAMP（CHAllenging Minisatellite
Payload）では、衛星に搭載したGPS受信機で精密な軌道決
定を行うことで、歴史上はじめて、衛星そのものによる重力
場測定が可能となった。CHAMPで採用されたこのような
重力場の測定方法は、高高度のGPS衛星（高度2万km）か
ら高度数100kmの低軌道衛星（LEO: Low Earth Orbiter）
を追跡することから、High Low Satellite to Satellite
Tracking（H-L SST）とよばれている。
衛星からの重力場を測定する方法としては、このほかに、
同じ軌道上でのLEO間の相対的な距離変化だけを測るLow
Low Satellite to Satellite Tracking（L-L SST）がある。
図に示すように、L-L SSTでは、衛星間の相対的な距離変
化だけで計測するので、H-L SSTよりはるかに高感度な重
力場測定が可能である。
2002年3月に打ち上げられたGRACE（Gravity Recovery
and Climate Experiment）は、H-L SSTとL-L SSTを組み
合わせた衛星で、1000km以上の空間スケールで、水の厚
さに換算してmmオーダーの質量変化を検出できる感度をも
っている。GRACEの主要な目的は、このような高感度を生
かし、陸水、海洋、氷床変動などに伴う質量移動を重力変化
として検出することにある。GRACEのデータ解析が進めば、
南極大陸の氷が増えているのか、減っているのかといった問
題も、氷の質量変化として直接的にとらえることができるよ
うになるであろう。
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●総研大学位記授与式が、9
月30日に各研究科長、副科長、
専攻長の列席のもと、葉山の
大学本部で挙行され、極域科
学専攻からは、生物分野の鮎
川恵理さん（南極におけるコ
ケ植物の繁殖特性と群落の成
立過程、指導教官神田教授）
と 梅田晴子さん（光学式プ
ランクトン計測装置を用いた
南極におけるカイアシ類群集
の分布に関する研究、指導教
官 福地教授）の2名が小平学
長から学位記を授与された。
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表紙の写真：昭和基地から約100km東方の、プリンスオラフ海岸・明るい岬で発見された
ルビー（Al2O3）の結晶（赤い鉱物）。黒い大きな結晶はコーネルピンという鉱物。ルビー
とコーネルピンとの共生は、昭和基地周辺でははじめて発見された。
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L-L SSTの概念図。質量が過剰な場所では、衛星軌道でも重力ポテンシ
ャルが大きくなるので、先行する衛星のスピードが相対的に落ちること
から衛星間の距離が縮まる（左図）。一方、質量が欠損する場所では反対
に衛星間の距離が増大する（右図）。GRACEでは、衛星間の距離の変化
をマイクロ波レーダーで高精度に測定し、静的な重力場のみならず、重
力の時間的な変化も計測することができる。
●平成15年度10月期の入学式
が10月10日に葉山で行われ、
極域科学専攻には、地学分野
の新入生1名が入学した。現
在の極域科学専攻の院生は15
名で、分野別では、生物3名、
地学7名、気水3名、超高層2
名である。
●総研大ジャーナルの第4号
は「総研大の脳科学」を特集
記事として9月末に上梓され
た。麻生武彦（北極圏環境研究
センター・教授）
列データの取得は重要な研究課題である
が、海洋生物、大気や海洋の物理化学、
測地学などの現在のモニタリング研究も
同時に重要な意味をもつ。なぜならば、
「現在」は「過去の鍵」であるとともに、
現在検出される現象が本当に「異常」な
のかどうかは、過去の変動記録との相互
比較からのみ検証できるからである。ま
た、熱帯サンゴ化石や北大西洋地域の海
底コアが示す急激な氷床の崩壊・融解プ
ロセスが可能かどうかは、氷床内部の特
性や氷床底面状態と関連し、氷床の形態
（高さや偏平さ）の歴史にも関係してく
る。過去の氷床の高さの見積りの違いは、
地球システムを考察するために必要な、
現在と対極にある氷期の大気大循環モデ
ルにとっても大きな問題となる。そのた
めこの点においても、氷河学と地形地質
学的手法による過去から現在までの氷床
内部・底面環境の研究は大きな意味をも
つ。多岐にわたる研究分野を抱える極地
研は、このような南極地域の重要な学際
的研究課題を遂行するうえで大きな可能
性を秘めている。広い分野の野外観測、
試料採取、実験、モデル研究の合理的な
共同研究を通じた地球システムの解明に
よって、「過去」と「現在」のデータか
ら、将来予測のための「未来の鍵」を手
に入れたい。
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地球システムに果たす南極の役割は何か？
総合的な南極氷床・南大洋変動史復元の意義
三浦英樹
地学研究部門・助手
カンジナビア半島の周辺からはすでに多
くの地形地質学的なデータがそろってお
り、最終氷期以降に大きな変動が生じた
過去の氷床の存在が知られている。一方、
これまで地形地質学的なデータに乏しか
った南極氷床は、海洋で隔てられて熱的
に孤立しているため、北半球の氷床にく
らべて安定しており、氷期－間氷期サイ
クルを通じて大きな変動は生じていなか
ったと考えられていた。しかし、最近の
日本の南極観測による東南極沿岸地域の
隆起海浜・氷河地形地質の調査から、南
極氷床も最終氷期中に大きな変動が生じ
た可能性が示されてきた。これを支持す
るように、熱帯サンゴ化石の研究で示さ
れた融氷イベントのいくつかは、南極氷
床の融解も寄与していたとする地球物理
学的なモデル結果も現れている。
気候変動の発源地の候補：北大西洋、
熱帯、そして南極
氷期－間氷期の気候変動に果たす氷床
と海洋の役割についての最初の議論は、
北大西洋地域のデータから始まった。か
つて巨大な氷床が存在した北米大陸とヨ
ーロッパにはさまれた北大西洋地域は、
海底堆積物コアが多数採取され、グリー
ンランド氷床コアのイベント記録との対
比がよく進んでいる。この地域のデータ
から、何らかの理由による氷床末端から
北大西洋海域への急激な氷山供給が海洋
表層の淡水化をもたらし、それが熱運搬
を担う海洋循環ベルトコンベアの弱化を
生じさせて、寒冷化・氷期の出現をもた
らしたとする考えが示された。このイベ
ントは過去5万年間に突発的に何度も生
じたこともわかり、地球の気候はいつで
も氷期と間氷期の間を移行できる非常に
敏感なシステムであると考えられるよう
になった。
では、熱帯サンゴ化石や南極沿岸露岩
の地形地質データが示唆するように、こ
れまで安定と考えられてきた南極氷床
が、過去に大きな変動を生じていたとす
れば、どのような影響を地球環境に及ぼ
したのだろうか？　南極海は、北大西洋
地域と並ぶ海洋深層水循環を駆動させる
底層水の生成場所の一つである。ここに
氷床融解水として大量の淡水が流入する
ことは、底層水の形成を弱めることにな
り、海洋深層水の循環や地球の気温に大
きな影響を与えるだろう。また、海洋表
層の生物生産が非常に活発で水温が低い
この海域は、二酸化炭素分圧が低く，大
気CO2の吸収域となっている。氷床や海氷
が拡大・縮小することにともなう水温・
海洋水塊構造の変化が、生物生産の変化
を通じて、大気中の二酸化炭素濃度変動
に影響を与えたことも十分予想される。
このような北大西洋と南極、および大
気－海洋間で大量の熱交換が行われる熱
帯西太平洋を含めた三地域は、今、地球
規模の気候変動の発源地の候補として注
目されている（図2）。地球規模のさまざ
まな環境変動現象が、どのようなメカニ
ズムで引き起こされ、各々の現象の相互
関係がどうなっているかを知るには、過
去のさまざまな気候変動記録を高精度で
復元し、各地域間のイベントの時間的前
後関係を明らかにすることが基本とな
る。しかし、これまで南極大陸周辺のデ
ータは、厳しい自然条件や地理的制約な
どから、他地域よりも著しく少なく、地
球環境変動のメカニズムを考えるうえで
大きな障害となっている。北大西洋地域
と同様に、海底堆積物と氷床コアの研究
が連携して取り組むべき課題は多く（図
2）、これが南極海の海底堆積物の掘削が
緊急に求められる理由でもある。
将来予測のための学際的な研究体制
南極周辺の環境変動を示す高精度時系
上記の熱帯サンゴ化石の研究から、氷
床量変化のピークで示される気候変動の
時期は、巨大氷床が存在した北半球高緯
度の日射量ピークの時期と必ずしも一致
しないことが明らかになった（図1）。こ
の事実は、日射量の変化が気候変動の引
き金、ペースメーカーにはなり得ても、
それが地球の気候変動を直接支配するも
のではないことを示している。
現在、多くの研究者は、わずかな日射
量の変化が、地球システムの中でどのよ
うにして「氷期－間氷期の気候変動」と
いう大きな応答を引き起こすのかという
メカニズムの解明に注目しはじめてい
る。この応答システムとして、氷床と海
洋の挙動が重要な役割を担っている。特
に、極域の氷床変動や海氷・棚氷の拡
大・縮小は、アルベド（太陽からの光の
反射能）の変化、融解水の注入による海
洋熱塩循環の変化、および海洋水塊構造
と生物生産量の変化を通じたCO2などの
温室効果ガス濃度に大きな影響を与え
る。これらの変化が、地球上で、どのよ
うな順序で、どのような役割を担いつつ
相互に関係しているかを探ることは、非
線形な地球の気候応答システムを知るこ
とであり、それは気候変動の原因の解明
と将来の環境変動予測につながる人類に
とって重要な課題である。
融解したのは北半球氷床か南極氷床か？：
乏しい南極周辺の地形地質データ
熱帯地域のサンゴ化石は、地球全体の
海水量・氷床量の増減を示すが、どの地
域の氷床が融けたのかを具体的に示すわ
けではない。これを明らかにするために
は、氷床が存在する（した）地域の周辺
で、氷床やその融解水が残した地形や堆
積物などの痕跡を探し出し、その痕跡の
形成年代の測定を行う必要がある。
北アメリカ北部とヨーロッパ北部のス
過去約200万年間、暖かい「間氷期」と寒い「氷期」が繰り返され、氷期には、南極大
陸やグリーンランドのほかに、北アメリカやヨーロッパ北部にも巨大な氷床が形成さ
れた。人類の将来とも関連する周期的あるいは突発的な気候の変動は、どのような原
因で生じるのだろうか？　これを考察するには、地球システムに果たす南極地域の役
割の解明が求められており、今、南極周辺の地質学的記録が注目を集めている。
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サンゴ化石の年代と高度にもとづく海面変動を、アイソスタシー 
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図1  陸上および海底の熱帯サンゴ化石から求められた過去14万年間の海水準（=総氷床量）の変動
（Lambeck et al., 2002などから編集）と、地球軌道要素の変化による北緯65度の夏季の日射量変動曲線
（Berger, 1979）。北半球高緯度の日射量のピークと氷床量のピークの時期は必ずしも一致しないことがわか
る。日射量の変動は、南北半球で位相が逆になるが、南半球の日射量変動の効果についてはまだ十分考察され
ていない。
熱帯のサンゴ化石から得られた地球上の
総氷床量変動の歴史
氷期－間氷期といった地球規模の気候
変動は、大きな氷床の消長として現れる。
地球上の水の量は一定なので、陸上に氷
床として水が蓄積されれば海水準は低下
し、逆に氷床が融解すれば海水準は上昇
する。このような氷床量を反映する過去
の海面変動の指標として最も有効なの
は、熱帯地域に生育するサンゴである。
サンゴは海面からある一定の深さまでし
か生育できないとともに、年代測定が可
能な元素を含んでいるからである。熱帯
地域の陸上や海底下に存在する多くのサ
ンゴ化石の採取から、最後の氷期－間氷
期サイクルの海水準変動、すなわち地球
上の総氷床量変動の歴史が明らかにされ
てきた（図1）。その最新の成果では、①
約5万年前以降、海面が10～15mほど急
激に上昇するような、急激な氷床融解の
イベントがたびたび生じたこと、②3万
年前から次第に総氷床量が増大して1万
9,000年前に極大に達したこと、③その
後、わずか500年程度で約50万立方キロ
メートルの氷が急激に融解して、現在に
一番近い氷期（最終氷期）が終了したこ
と、がわかってきた。
気候変動の原因論としての
地球システムの解明
地球が太陽の周りを楕円の形を描きな
がら傾きつつ回転していることで、太陽
から地球への日射量に周期的な変化が生
じる。これは、地球の気候変動をもたら
す有力な原因と考えられ、提唱者の名前
をとって「ミランコヴィッチ理論」とよ
ばれている。この日射量変動の緯度別時
間変化は理論的に求めることができるの
で、この仮説を検証するには、実際の地
球の気候変動のタイミングと計算された
日射量変動とのタイミングが一致するか
どうかを調べればよい。
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図2 地球システムにおける南極周辺の役割を考え
るために必要な研究課題と方法。南極周辺は、北大
西洋や熱帯西太平洋と並び、氷床・海氷変動に関係
する大気や海洋のテレコネクションを通じた、地球
の気候変動の発源地の一つとして注目されている。
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2003年6月9日から2週にわたり、第26
回南極条約協議会（ＡＴＣＭ）の会合が
マドリッド市内で開催された。我が国は
外務省から地球環境課の側嶋秀展課長を
団長として、法律家2名、環境省の環境
保全対策課から3名、所内から渡A興亞
所長、山内恭教授、筆者の9名の代表団
を派遣した。
南極条約事務局
2年前の協議会議でブエノスアイレス
に設置が合意された南極条約事務局につ
いて、今次会合では枠組づくりが着々と
進められた。事務局作業部会で本部協定、
分担金の割当方法、職員規則、財政規則
などを検討し、ATCM全体会合におい
て全会一致で採択された。次回会合では
事務局長候補者に対して面接・選考を実
施し、ATCM事務局との関係などをつ
めることとなった。
議定書の附属書
長らく協議されている環境損害に対す
る責任（Liability）に関する附属書は、
損害の範囲をどこまでとするかなど、合
意が得られず決着しなかったものの、議
論は収束してきた。一方、観光および非
政府活動が盛んになってきたことを受
け、来年3月にノルウェーで専門家会合
を開催することとなった。ニュージーラ
ンドを中心に南極観光に対して強い規制
を求める動きが盛んで、附属書作成を視
野に入れた発言がなされている。
環境保護委員会
今回から議長を務めた豪南極局所長の
トニー・プレス博士の準備により、能率
よく議事が進んだ。環境影響評価書（案）
は、（1）ロシアによるボストーク氷床下
湖の採水計画、（2）チェコによるジェー
ムス・ロス島への観測基地新設計画に関
するものなど、3件が検討された。（1）
は掘削液の湖水への流入などの緊急事態
に対する検討がなく、代替案の検討もな
いなど、評価書案を再検討するよう全体
会合へ申し送られた。（2）はチェコが議
定書未批准のため、その規定が適用され
ないものの、内容的に附属書Iの規定を
満たしておらず、手つづきスケジュール
も守られていないと判断された。次回会
合までにチェコの批准が完了した場合、
評価書案を再提出することとなった。
南極特別保護地区に関しては、11地区
の管理計画および南極史跡記念物の改訂
版リストが提案され、全体会合でも承認
された。我が国では「南極地域の環境の
保護に関する法律」の施行規則の一部を
改正し、本年10月20日に施行する運びと
なった。
南極観測に関連して
ICSU（国際学術連合）がよびかけて
いる第4回国際極年（IPY－4, 2007－2008）
に対して、ATCMとしても支持を表明
し、各国の準備状況を次回報告すること
となった。また、南極におけるBio -
prospecting（生物探査）について対策
を講じないと、近い将来大きな問題とな
り得るとの指摘がなされ、次回各国の現
状を報告して問題点などを検討すること
とした。
今次会合に対して極地研究所では2件の
文書を起案し、省庁協議の後提出された。
南極隕石が研究目的以外で採取されない
よう、法的・行政的に必要な措置をとる
よう締約国に対してよびかけた。また、
北極海域における船舶の航行指針が国際
海事機構（IMO）で策定されたことを受
け、南極海ではどうすべきか、COMNAP
の意見を受けて検討することとした。そ
の後、協議国会議の意向を入れた指針案
をIMOへ提案することになる。
おわりに
ATCMにおける実務作業が近年増大
していることから、次期会議までの間に
特定の問題に関心をもつ国々がメールで
意見交換・協議を進め、次の会合に文書
で報告し、それをもとに協議を進める案
件が増えている。我が国の南極観測活動
に関連の強い問題に対しては、とくに研
究所として精力的な参加が必要である。
我が国から国際共同観測、環境に配慮し
た設営に関する文書などを提出して、南
極観測での貢献を積極的に発信していく
べきであろう。XXVI-ATCMに関する
文書は、前回同様ウェブ上で公開されて
いる。（http://www.aeci .es/26atc-
madrid/en/Default.htm）
12年前に環境保護議定書を採択したマ
ドリッドの同じ会議場での開催とあっ
て、開会式でフェリペ皇太子の挨拶があ
るなど、協議国会議へのスペイン政府の
力の入れようがうかがえた。スペインは
南極観測の開始は遅いほうだったが、隆
盛を誇ったスペイン語圏の盟主としてア
ルゼンチン、チリなどの支持があり、欧
米とは別のグループの一員として求心力
をもち得る立場であることを実感した。
なお現在の南極条約の締約国数は45、
うち協議国は27で前回と同様である。次
回会合は、南アのケープタウンで2004年
5月24日から6月4日まで開催される。
ドームふじ観測拠点
30万年以上（2503mで32万年）
ボストーク基地（露）
42万年（3650m）
ドームC基地（仏、伊）70-80万年（3200mm） ） 
昭和基地
みずほ基地 あすか 
基地 
ケープタウン（南ア）
ノボラザレフスカヤ基地（露）
ノイマイヤー基地（独）
コーネン基地（独）
約150万年（1564mで5万年）
往路 
帰路 
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第45次隊、出発
第45次観測隊は、平成15年11月28日に
出発する。隊員数は昨年より夏隊が2名
増えたことにより、これまでに最も多い
62名である。越冬隊が40名、夏隊が22名、
ほかに行動をともにする同行者8人が参
加するので、総勢で70名となる。62名の
観測隊のうち、6名はドームふじ観測拠
点の氷床深層掘削チームで、昭和基地隊
員より一足早く、11月24日に航空機で観
測拠点に入る。第45次観測隊では、女性
の活躍が期待される。最近は安心して基
地生活ができる施設整備の充実により、
女性隊員の参加はめずらしいことではな
くなったが、今年は女性5名が参加する。
そのうち4名が越冬し、観測隊から雪氷
研究者、医師、装備担当、同行者から新
聞記者が参加する。
昭和基地に向かう観測隊は、平成15年
11月28日に成田を発ち、フリーマントル
で「しらせ」に乗船する。12月中旬には
南極氷縁に到着し、1月下旬まで観測、
野外調査、設営作業を実施し、2月中旬
に北上反転して、海洋観測を実施しつつ、
3月20日にシドニー入港。空路にて3月27
日に成田へ帰国の予定。
極地研TOPICS
航空機による人員派遣と情報化時代の幕開けを
第45次南極地域観測隊の出発を前にして
地球規模環境変化の総合研究をめざして
第45次観測隊の観測計画は、第43次隊
から開始した第VI期5か年計画の3年目を
担うことである。その観測の中心課題は
「南極域からみた地球規模環境変化の総
合研究」である。
基地観測の重点項目は、大気球実験で
ある。成層圏－対流圏間の物質輸送を解
明するために、高度15～30kmの成層圏
の大気を採取し、凍らせてもち帰るとい
うクライオサンプラーを駆使した回収気
球実験などがある。また、定常観測とし
て長期観測をつづけてきた電離層、気象、
海洋物理・化学、測地学の観測を従来ど
おり実施する。昭和基地および周辺域に
おいては、短波レーダシステム観測、地
磁気多点観測、流星バースト実験、大気
微量元素の観測、超伝導重力計観測、係
留系による生物環境観測、中・深層の動
物行動調査、南極湖沼の潜水調査などを
実施する。
一方、昨今、ますます重要性を帯びて
きたモニタリング観測として、全天
CCDカメラによるオーロラ観測、新イ
メージングリオメータによる観測、エア
ロゾルの観測、氷床氷縁監視と氷床表面
質量収支観測、中層フロートによる観測、
広帯域地震計観測、GPS観測、潮汐観測、
地電位観測、南大洋の船上地学観測、動
植物プランクトンおよび海洋環境パラメ
ータの観測、ペンギン個体数調査、陸上
生態系長期変動観測などを実施する。
航空機によるドームふじ氷床深層掘削
掘削チーム6名は成田を出発し、ケー
プタウンを経由して、ロシアのノボラザ
レフスカヤ基地に入る。1名は後方支援
者として基地にとどまり、5名は現地か
らドイツのドルニエ機に乗りかえて、航
空中継拠点に到達する。航空中継地点を
設置したのは、ドルニエ機の飛行高度の
限界が3000mであるからである。その後、
雪上車でドームふじ観測拠点に入り、夏
期に掘削作業を終え、空路で帰国する。
新型掘削機による三交代掘削開始および
検層観測、氷床コア現場解析などを実施
し、最終的には3000mの深さをこえ、氷
床下の岩盤採取を含めた画期的な計画を
実現しようとしている。
この航空機による人員輸送が成功し、
軌道に乗ったあかつきには、研究者、技
術者のみならず、事務職員、報道関係者
などさまざまな職種の人員派遣が可能に
なり、広く国民に南極の門戸をひらく契
機にもなる。
インテルサット衛星による
情報化時代の幕開け
第45次観測隊の設営作業の重点課題
は、インテルサット衛星による情報通信
の整備である。直径7.6mのアンテナを
直径11mのレドームでおおうという作業
は、基地内での最も大きなものであるが、
これが実現すると研究上の情報交換はも
とより、通信、遠隔医療など、家族が安
心して生活できる体制が可能となる。し
かしながら、一方では新しい情報化時代、
航空機運用による人員派遣の幕開けはま
だまだ大きなリスクを背負っている。実
際にこれらの観測の充実、基地整備を計
るために、観測、設営作業とも作業の実
施項目がはなはだ多い。
本年3月の冬期総合訓練以来、今日ま
で安全対策の重要性は訴えてきたが、多
くの隊員にとって現場は見知らぬ遠い南
極である。行動のすみずみで、一にも二
にも注意を払う習慣が身につくまで、安
全対策には力を入れていきたい。事故は
長年にわたってつちかってきた計画の実
行を、一瞬にしてふいにしてしまい、憧
れていた南極に足を一歩踏みこむ感動を
も抹消してしまうものである。
極地研NEWS  no. 168 December. 2003
神田啓史
資料主幹・生物系資料部門・教授
第45次南極地域観測隊長
南極地域の環境保護等をマドリッドで討議
第26回南極条約協議会議報告
生物系資料部門・助教授
第26回南極条約協議会議最終日の6月20日午後、最
終報告の採択風景。代表団の多くはたがいに顔なじ
みだ。
ドイツのドルニエ機
ドームふじへの人員派遣計画における
飛行ルート
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極地研究所が行う極域における超高層
物理学研究は、共同利用形態を活かした
大型プロジェクトの実施をはじめ、磁気
圏物理の探究と極域環境変動に関わる観
測・研究を、少ない人員で組織的に実行
してきている。新しい展開への提言は、
磁気圏物理学研究における昭和基地の優
位性を活かし、さらに観測・研究対象を
3次元的に展開すること、および南極の
窓からみる宇宙・惑星研究の推進を図る
ことである。
8．荒木 徹（京都大学名誉教授）
（1）超高層物理学では、地上観測はリ
モートセンシングであり、直接現場観測
は衛星観測によって行われる。電離層か
ら太陽面・惑星大気に至る広大な領域か
らデータを集める必要がある。（2）極域
は、外部空間から磁力線沿いに降りてく
る情報を集める窓として、また、高緯度
から中低緯度電離圏へ水平に伝わる擾乱
のソース域として重要である。今まで極
地研は外部空間への窓の機能充実に努め
てきたが、汎世界的擾乱観測の要として
の役割を認識して、その組織化にも努力
してほしい。（3）大量のデータを扱うこ
の分野では、情報科学の手法・技術を積
極的に導入する必要がある。そのために
統計数理研究所との協力が望ましい。
（4）データは公開によって取得目的以上
に何倍にも利用され得るが、その体制が
日本では整っていない。情報学研究所と
協力して極地データ処理公開体制を整備
し、日本全体のレベルアップにつなげて
ほしい。
（以上の抄録は講演者からのレジュメを
もとにまとめたものである。）
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公開シンポジウムを開催
平成16年度の法人化をひかえ、国立極
地研究所の南極・北極観測を視野に入れ
た新しい研究の方向性を求めて、本年4
月に教官による研究計画発表会を所内で
行った。その議論を受けた形で、第1回
公開シンポジウム（6月）を「新しい極域
科学をめざして―研究所からの提案―」
と題して、外部有識者の方々に参加をし
ていただき、所内の教官から国立極地研
究所の将来の研究計画の展望およびその
研究計画について講演をした。
第2回公開シンポジウム（8月）は、
「新しい極域科学をめざして―所外から
の提言―」と題して、外部有識者および
参加者の方々から、第1回の提案に対す
る提言のみならず、極域科学のめざすべ
き方向性や展望に関して、幅広く提言い
ただくことを目的とした。
新しい法人は、情報・システム研究機
構として、生命、地球、環境、社会など
に関わる複雑な問題を、情報とシステム
という立場からとらえ、実験・調査・観
測によって研究する。とくに国立極地研
究所は、地球システムの中で果たす極域
の役割を解明し、国際的水準の極域科学
の達成、活性化をめざす。また、南極地
域観測事業の中核的機関として国立極地
研究所を位置づける。
第1回シンポジウム概要
第1回公開シンポジウムについては、
誌面の都合でプログラムおよびタイトル
のみを示す。
1．極地研究所の新しいありかた（所長）
2．南極観測の新しいありかた（企画調
整官）
3．極域科学について（研究主幹）
I. 地球規模環境変動
I.1 極域大気－海洋－雪氷圏における
物質循環の解明（和田誠）、I.2 氷床コ
極地研TOPICS
新しい極域科学をめざして
公開シンポジウム抄録
アからみた氷期－間氷期サイクルの解
明（藤井理行）、I.3 新生代の南極氷
床・南大洋変動史の復元と地球環境変
動システムの解明（三浦英樹）
II. 惑星科学と地球史
II.1 南極からみたゴンドワナの形成と
分裂（白石和行）、II.2 惑星の初期分
化過程の解明（三澤啓司）
III. 宇宙への窓
III.1 極域における宇宙天気（オーロ
ラ・電磁圏変動）および気候（中層大
気熱圏変動）の研究（佐藤夏雄）
IV. 極域の生態系
IV.1 極限環境下の陸上生物（伊村
智）、IV.2 氷海の生態学（小達恒夫）
V. JAREモニタリング観測
V.1 南極観測におけるモニタリング観
測の発展（福地光男）
第2回シンポジウムでの提言
以下、所外からの提言を抄録として掲
載する。
1．谷口 旭
（東北大学大学院農学研究科・教授）
（1）設営輸送を観測から分離し、可能
な部分を民営化する、（2）人的資源を無
駄遣いせぬよう輸送船から分離した研究
観測船を確保する、（3）研究観測船は、
原則として極地関連プロジェクト研究優
先の運航に供する。また、（1）地道なモ
ニタリングが重要である。（2）地球温暖
化低減のため、極域海洋にFeを散布し
て植物プランクトン炭素固定を増進する
ことが話題になろうが、それが生態系の
不可逆変化を招かないかの研究が必要。
（3）将来の食糧問題を見すえ、ナンキョ
クオキアミの資源量をより正確に把握す
る。（4）記載的な研究に終わらぬよう配
慮しつつ、未発見種の探索と生態解明が
必要である。
2．増澤武弘（静岡大学理学部・教授）
現在の南極陸上生態系を構成する生物
相の起源は、最終氷期以降にほかの大陸
からの長距離散布によって定着したもの
とされることが多い。しかし、ゴンドワ
ナ大陸の分裂にともなって、しだいにほ
かの大陸から切り離される過程で、南米
や南アフリカ大陸との間での種の交流が
あったはずである。南極を中心とした寒
冷地適応型の生物種の移動・進化の過程
を、南極周辺域の生物を広く比較するこ
とで再構築する必要がある。
3．海老原充（東京都立大学・教授）
南極裸氷域から発見される隕石では、
地表での風化の影響がきわめて小さい。
また、南極隕石には、月や火星から飛来
した岩石など、多種多様な隕石種が含ま
れていることから、惑星物質の多様性を
みることができる。惑星物質科学コミュ
ニティーは、極地研が今後も南極隕石探
査をつづけ、さらに多種多様な隕石を発
見することを期待している。極地研が迅
速な隕石分類作業を進め、結果を公表し
ていくことが望まれる。
4．丸山茂徳
（東京工業大学大学院理工学研究科・教授）
（1）地球史、とくに8～5億年前の氷漬
け地球の時代から、生物が爆発的に進化
した顕生代の地球への変化を、南極大陸
のみならず、世界の地質と連繋した視点
で研究、（2）南極隕石を利用して、隕石
母天体の復元や地球誕生の初期200万年
におきた現象を、火星や月との比較のう
えで解明、（3）現在の地球システムの理
解と未来気候予測。とくに地球環境変動
解析のためには、湖沼の掘削が重要であ
る。迅速大量の測定技術を開発し、また
学際的な研究集団の統合化とデータの総
合化による解析が必要である。
極地研NEWS  no. 168 December. 2003
江尻全機
研究主幹・超高層物理学第一研究部門・教授
5．岩坂泰信
（名古屋大学大学院環境学研究科・教授）
最も先進的な研究領域は、「個別要素
（あるいは個別過程、個別事例）の組み
合せ」において発生している。大気科学
が微生物生態学と密度の濃い交流をもつ
に至っていない。いくつかの事例が示す
ように、世界では生物と大気科学との交
流が本格化しはじめている。極域の大気
科学と地球の環境という枠組みで考える
と、息の長い継続した大気観測が今後と
も重要であろう。
大気関連分野では、我々がモニタリン
グ観測とよんでいる大気観測こそが主要
な仕事である。いわゆる研究観測は、従
となる時期があってもおかしくない。モ
ニタリング項目、手法、情報配分、機器
の配置（必ずしも日本基地にかぎらな
い）、機器の維持管理、国際的な規模の
機器校正など、再度考えてみる必要が
ある。
6．中尾正義（総合地球環境学研究所・教授）
地球環境の問題とは、地球温暖化、砂
漠化、土壌浸食、生物多様性の崩壊、成
層圏オゾン減少、酸性雨、水資源枯渇、
海面水位上昇、異常気象と、いずれも自
然のしくみ、すなわち人間圏をのぞいた
地球システムに対して人間の働きが負荷
をかけて生じている現象である。地球環
境問題にかかわる研究においては、その
視点が必要であろう。そのほか、南極観
測ありきを一度リセットして考えてみる
価値がある。何かをやらない選択も必要。
解明されていない問題に対して、意見を
表明することも必要。プロジェクトの推
進では目的意識の共有化が重要。研究者
の流動性のしくみ創出が求められている。
7．森岡 昭
（東北大学大学院理学研究科・教授）
第2回公開シンポジウム（国立極地研究所講堂において）
0908
極地研TOPICS
第4回 国際極年（2007－2008）に向けて
白石和行
地殻活動進化研究部門・教授
圧・GPSによる位置と標高のデータが、
衛星を通じて基地にとどくしくみになっ
ている。これにオーストラリアからの天
気図、アメリカからの衛星写真を重ね合
わせ、軍の気象予報官が毎日予報を行っ
て、ヘリの運航の安全を図っている。ま
さに、総力をあげて野外観測を支援する
体制をとっていることを強く実感した。
先日イタリアを訪れた際に、街角でた
またまテレビの天気予報をみておどろい
た。南極でいっしょに馬鹿話に興じた、
あの予報官が出ているのである。聞くと
ころによると、国内で1、2を争う人気お
天気キャスターであるという。彼の顔を
みていると、テラノバベイ基地でのさま
ざまな思い出がよみがえってきた。風光
明媚で、陽気で熱気に満ちたあの基地は、
私にとっての理想のイタリアそのものな
のである。
なっている。このような環境のちがいに
よって、陸上生物相にどのようなちがい
がみられるのかを明らかにすることが、
今回の観測の目的であった。基地周辺の
可能なかぎり広い地域を飛び回って、陸
上生物のサンプリングを行ったが、日本
隊とはまったく異なる野外観測の実施体
制におどろかされた。
ニュージーランドからチャーターされ
た2機のヘリコプターは、ほとんど野外
観測専用であるため、都合がつけば完全
に貸し切り状態で、一日中乗り回して複
数の露岩をめぐることもできる。反面、
観測は基本的に日帰りとなるため、じっ
くり腰を落ち着けてサンプリングするこ
とができない。この点を訴えると、「そ
んなことしたら、ディナーがとれないし、
シャワーも浴びられないじゃないか」と
いう返事が返ってきた。日本人にしてみ
れば、贅沢いうなといいたくもなるが、
ニュージーランドのクライストチャー
チ空港を飛び立ったイタリア空軍のC－
130輸送機は、ほぼ真南に7時間ほど飛行
したあと、海氷上に降り立った。薄く雪
のついた海氷を歩くこと数分、上陸した
そこが、イタリア唯一の南極基地である
テラノバベイ基地である。30kmほど東
には、標高2500mをこえる休火山Mt.
Melbourneがそびえ、純白の端正な姿を
湾に映している。ちょうど、サンタルチ
ア湾をはさんでベスビオ火山を望むナポ
リ、といった風情である。風も比較的穏
やかで、風光明媚なリゾート地といった
おもむきがあり、隊員たちは基地名テラ
ノバベイをもじって、テラノバ・ビーチ
とよんでいた。
テラノバベイ基地（東経164.1度、南
緯74.4度）は、ロス海西岸のテラノバ湾
に突き出した半島部に位置する。越冬観
測は行っておらず、10月末から2月末ま
で、約1か月半ごとに人員交代を行って、
3クールの観測態勢をとっている。基地
の滞在人数は常時80人ほどで、そのうち
約半数が観測隊員である。年配の教授が
率いる若い学生や研究者数人が基本観測
グループとなっていて、教育の場として
南極を活用していることがうかがえる。
若い隊員たちは、夜遅くまでしらふで
議論やおしゃべりに熱中し、そのエネル
ギーにはいささか圧倒された。また、彼
らはボランティア作業としてゴミ拾いに
回っており、基地の敷地内にはクギ一つ
落ちていない。南極環境の保全について
徹底的に教育されており、とくに若い隊
員の環境に対する意識が非常に高いのが
印象的であった。
テラノバベイ基地は、昭和基地よりも
5度ほど緯度が高く、南極半島にもほど
近い。また、周辺地域には一部に玄武岩
質の火山地域が存在することなど、昭和
基地周辺とは地質・地形的にも大きく異 ヘリからみたテラノバベイ基地の全施設
氷海に姿を映すMt. Melbourneと基地主要部
日本の南極観測が始まってから、まも
なく50年を迎えようとしている。当時、
国民的な支持を得て、はなばなしくスタ
ートしたナショナルプロジェクトの50周
年を祝うことは、それなりの歴史的な意
義があるであろう。しかし、そもそも、
こ の 日 本 の 南 極 観 測 は I G Y
（International Geophysical Year：国際
地球観測年）がきっかけになったことを
忘れてはならない。
オーストリアの海軍士官 K a r l
Weyprechtによって提唱されたPolar
Year（極年）は1882－83年から50年ご
とに、実施されることになった。第2回
極年は1932－33年に行われた。戦後、学
問の進歩にうながされて、25年の間隔を
置いた1957－58年に第3回目が計画され
た。特に、地球物理分野に主眼を置いた
国際共同観測事業であることが強調され
てInternational Geophysical Year（IGY）
とよばれた。地球上すべての場所が対象
であったが、なかでも南極地域の観測に
重点が置かれることになった。このとき
に、日本を含め12か国が南極に基地を設
けて観測を行うことにしたのである。し
たがって、IGY は極域の科学を新たな
発展段階に位置づけた画期的な国際事業
であった。
なぜ「極」年か？
今から4年後の2007年には、IGYから、
さらに50年目を迎えることになり、第4
回国際極年（International Polar Year以
下、IPY－4）のキャンペーンを通じて、
極域の科学の新たな飛躍が期待されて
いる。
今年2月に国際科学会議（ICSU）にＩ
ＰＹ計画グループが設置され、委員長に
英国南極調査所のC. Rapley所長が就任
した。同グループは2004年２月のICSU
評議会へ最初の計画草案を提出するた
め、2003年12月15日までに各国からのコ
メントや参加意思の表明、研究プロポー
ザルの要約を提出することを求めてい
る。最終的な計画は2005年のICSU総会
で承認される運びだが、それまでにもワ
ークショップやシンポジウムが計画され
ている。
第1回から125年を経て、いまさらなぜ、
「極」年を設ける必要があるのだろうか。
あるいは、なぜ第2回IGYではないのだ
ろうか。これを一言でいえば、極域は複
雑な地球システムを理解するうえで、要
となる地域だからであり、極域は地球規
模変動の影響がいち早く検知でき、地球
中心核から生態系、地球規模の環境変動
に至るまで、さまざまな現象を如実にと
らえることができる地域であるからだ。
IGY ではもっぱら地球科学に焦点が当
てられたが、今日ではわれわれは極域が
もっと幅広い分野の学際的な研究対象と
なっていることを知っている。例えば、
4000mの氷床下にあるボストーク湖は地
球よりむしろ木星の衛星と似た環境であ
るといわれ、そこは雪氷学、生物学、地
質学のみならず宇宙工学の研究対象にま
で考えられている。
また、「国際」極年とすることの意義
については、いうまでもないだろう。今
日ではあらゆる科学研究分野において国
際的な取り組みがごく普通になってい
る。国際共同観測や調査のみならず、そ
こから得られたデータベースの構築によ
り、世界中の研究者が同じデータを共有
できるようになった。これらの点はIGY
の頃とは大きな違いである。また、経費
を有効に利用するとともに、国際共同研
究を通じて｢科学と平和｣を追求すること
も大きな収穫になる。
第4回国際極年に向けての取り組み
IPY計画グループは、１）極域での新
たなフロンティアの探査、２）両極域で
おきているさまざまな変化の理解、３）
極域での諸過程の解明、の３つのテーマ
にもとづいた提案を募集している。上に
述べたように、研究分野間の壁を取り除
いた幅広い視点から、地球惑星における
諸現象を包括的にとらえることが第一の
コンセプトである。そして実施にあたっ
ては、最新の工学技術や観測手段を適用
することも期待されている。またIPY－
4のもう一つの目的は、この機会に極域
が地球システムの理解のために非常に重
要な地域であるということを公衆へ広
め、そして、次代を担う若い研究者の興
味を引き出すという啓蒙、普及、教育の
効果である。
我が国の取り組みはまだ始まったばか
りという状況だが、ICSU対応機関であ
る日本学術会議を中心に早急に国内委員
会を組織して、さまざまな学術団体と連
携しつつ、日本からの提案をまとめるべ
きである。それぞれのプロジェクトが国
際的な協調のもとでの研究であることが
求められているが、そのなかで、日本の
研究者がリーダーシップを発揮できるプ
ロジェクトを数多く提案することが重要
であろう。
1957－1958年に実施された「国際地球観測年
（IGY）」のロゴ。IPY－4のロゴは、作成中。
テラノバベイ基地 
（イタリア） 
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伊村 智　
生理生態学研究部門・助教授
3
これは彼らなりの調査効率と
生活環境を考えたバランス感
覚なのだと思う。ちなみに基
地の食事はきわめて美味で、
基地を訪れる外国隊員たちも
口をそろえて、南極一おいし
い基地だと絶賛していた。
基地の周辺100km圏内には
数か所のヘリコプター燃料の
デポが設けられており、ヘリ
は給油しながら遠隔地まで運
んでくれる。2か所の山上に
ソーラーパネルをそなえたレ
ピーターが設置されており、
基地から150kmの範囲であれ
ば何不自由なくハンディー
VHF無線機での通信が可能
であった。また、基地から約
200km圏内に無人の気象観測
ステーションを9か所置いて、
風向・風速・温度・湿度・気
1110
6月30日～7月11日に札幌にて、第23回
国際測地学および地球物理学連合総会
（IUGG2003）が開催され、参加した。2
週目の木曜日（7月10日）には、筆者も
コンビナーの1人として、国際地震学お
よび地球内部物理学連合（IASPEI）の
特別セッション、「ゴンドワナ超大陸の
岩石圏（リソスフェア）の構造に関するワ
ークショップ（Lithospheric Structure of a
Supercontinent: Gondwana ; SW03）」
を開催した。地震学を中心に、各種地球
物理学的手法によって、南半球にかつて
存在していた超大陸の成長・分裂過程に
ついてさまざまな議論を行った。イン
ド・アフリカ・南極の各大陸を中心に、
現地の研究者ならびにアメリカ・カナ
ダ・我が国など、北半球の構造研究先進
10月16日および17日の２日間、第23回
南極地学シンポジウムを極地研講堂にて
開催した。口頭発表32件、ポスター発表
21件で、参加者のべ98名であった。
SEAL（東南極リソスフェアの構造と進
化）計画の成果やモニタリング観測結果
を中心に、後期新生代、南極海の地学、
みずほ高原の人工地震探査、昭和基地周
辺の測地と地球物理、地球物理モデリン
グ、リュツォ・ホルム岩体、ナピア岩
体・レイナー岩体、南極・ゴンドワナ、
と幅広いテーマでの発表および活発な討
論が繰り広げられた。また、地学系の網
羅する多様な専門分野の境界領域・学際
的な研究の成果もいくつか報告された。
（外田智千：地殻活動進化研究部門・助手）
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エルズミア島における
氷河後退域生態系
ワークショップ
WORKSHOP
6月16日、極地研において、「エルズミ
ア島における氷河後退域生態系に関する
7月31日に「極域雪氷試料・コアを用
いた地球環境変動研究の諸問題に関する
研究小集会」を極地研の講義室にて開催
した。参加者は所外からの8名を含めて
19名。地球環境変動を研究するために、
極域において深層コア掘削が各国で計
画、実施されているが、日本の研究者が
中心になって実施している第Ⅱ期ドーム
ふじ深層掘削計画に関わる設営的諸問題
を中心に議論を進めた。
深層掘削は45～47次隊の夏期3シーズ
ンで計画されており、掘削チームを航空
機によって送りこむ。この日本南極地域
観測隊ではじめて実施される航空オペレ
ーション計画について、問題点などが議
論された。また、43次隊からの報告にも
とづき、内陸旅行の準備および実施につ
いての見直しの必要性を認識した。海氷
状況が今年のように悪い場合には、計画
されている内陸旅行の一部が実施できな
くなる。現状の燃料輸送計画に、どれだ
けの余裕を見こんでいるかを検討した。
今年度は設営的な話題で終わったが、来
年度以降はコアの現場処理や保存、持ち
帰り手段についての議論を行う。
（本山秀明：雪氷学研究部門・助教授）
ゴンドワナ岩石圏
第23回南極地学シンポジウム
極域超高層物理観測
シンポジウム
情報科学センターは7月18日に「イン
テルサット衛星回線を利用したテレサイ
エンスと極域科学観測データベースに関
する研究小集会」を開催した。第45次南
極観測隊では、インテルサット衛星回線
を用い、昭和基地ネットワークと極地研
ネットワークが専用回線で常時接続され
る見通しとなった。これまでのダイヤル
アップ回線によるデータ通信とは異な
り、専用回線による接続は新しい研究観
測手段のひとつになると期待される。現
在検討されている主な利用方法は、以下
のようなものである。
1．電話回線の接続
2．テレビ会議システムの導入
3．基地内設備の監視モニタリング
4．昭和基地からの24時間インター ネット利用
5．研究観測データのリアルタイム化
限られた衛星回線の帯域を有効に活用
し、テレサイエンスとよばれる新たな科
学観測の手法に応用するためには、専用
線利用に適した観測機器、制御システム
の開発と構築が必要である。本研究小集
会では、衛星回線の特殊性をユーザに理
解してもらい、有効な活用方法を探るよ
い機会となった。
（岡田雅樹：情報科学センター・助手）
第9回
南極地学国際シンポジウム
インテルサット
衛星回線によるテレサイエンス
9月8～12日にポツダム（ドイツ）にて、
「第9回南極地学国際シンポジウム （9th
International Symposium on Antarctic
Earth Sciences）」が開催された。参加
者は主催者発表によると約350名で、う
ち日本からの参加者は21名であった。南
極（大陸・南大洋域）における地球科学
関連（地質・地球物理・地形）の全分野
を網羅した4年に一度の国際会議で、各
国の南極研究者がそれぞれの最新の研究
データを発表し、活発な議論・討論がく
り広げられた。
日本からは「東南極リソスフェアの構
造と進化研究計画（SEAL）」の成果を
中心に、基盤地質、氷床下地殻構造、南
大洋発達史、第四紀環境変動などの発表
が行われた。次回は4年後の2007年7月に
アメリカ（都市は未定）で開催される予
定となっている。
（外田智千：地殻活動進化研究部門・助手）
国からの発表もあり、地質学的手法を含
めた学際的な意見交換も行なった。
セッション冒頭には、カナダの国家構
造探査（LITHOPROBE）の成果につい
て、R.Clowes氏より発表があり、太古
代から現在までのローレンシア盾状地の
成長過程について発表を行った。その後、
南アフリカのクラトンでの受動的震源に
よる研究、東アフリカ・ウガンダの地震
活動、我が国の南極での構造探査
（SEAL）、リソスフェアのレオロジー・
強度について講演がなされた。
後半は、インド亜大陸に焦点をあてて、
地震・熱構造・衛星地磁気・EMなどの
各種地球物理学的な発表がつづいた。最
後には、ゴンドワナ域での国際共同研究
（LEGENDS）についての意見交換を行
い、大変有意義な会合をもつことがで
きた。
（金尾政紀：地学研究部門・助手）
7月31日、8月1日の2日間にわたり、
「第27回極域における電離圏磁気圏総合
観測シンポジウム」を極地研において開
催した。中層大気・熱圏物理、電離圏物
理、シミュレーション、磁気圏物理、オ
ーロラ物理、PPB観測、将来計画の七つ
の分野にわたって、のべ71件の研究発表
が行われた。
PPB観測のセッションでは第44次南極
観測隊によって実施されたPPB観測の初
期成果が発表され、参加者の関心を集め
た。実験結果の概要が、山岸久雄（極地
研教授）らによって報告されたのち、搭
載された観測機器に関して高エネルギ－
宇宙電子線観測、VLF/ELF 帯波動観測、
複船時系列観測
43次隊につづき44次隊でも、海洋観測
船を傭船し、南極海の生物生産と地球温
暖化にかかわるガス成分の動態に関する
時系列観測を行った。今回参加したのは、
東京水産大学（現、東京海洋大学）「海
鷹丸」、44次隊傭船「タンガロア」（ニュ
極域雪氷試料・コアを用いた
地球環境変動研究
研究小集会」を開催した。集会の目的は、
カナダ北極エルズミア島および比較対照
としてノルウェー北極スピッツベルゲン
島の氷河後退域における陸上生物研究に
関するこれまでの研究成果を整理し、今
後の研究の方向性について多方面からの
意見の集約をめざすことであった。参加
者は所内外合わせて20名であった。
エルズミア島の調査では、氷河地形の
成立年代、植生の分布パターンと地形・
水分条件、および植物の生理生態学的研
究など多岐にわたった。総合討論では、
研究対象とする生物および調査地域を拡
大し、生態系の構造と機能をより広域、
かつ詳細に把握・理解すべきであるこ
と、また極地研究所が日本における北極
陸上研究をより一層リードしていくべき
など、さまざまな意見が出され、今後の
北極陸上生物研究を展開していくうえ
で、有意義な集会となった。
（内田雅己：生理生態学研究部門・助手）
南極地学国際シンポジウム―ポツダムにて
ージーランド）、44次隊「しらせ」であ
る。8月5日に、所内外から23名の参加を
得て開催された「専用観測船による海洋
観測に関する研究小集会（その2）」では、
観測データ、サンプルの処理状況、研究
成果の報告が、担当者から行われた。
44次隊「タンガロア」航海は、昨年と
ほぼ同じ時期、同じ海域で実施されたが、
海氷の分布、動・植物プランクトンの分
布状況が、両年で大きく異なっていたこ
とが報告された。折しも、昨年5月にロ
ス棚氷から分離した巨大氷山が、周辺の
海氷をせき止めたため、海面が氷でおお
われた下では、植物プランクトンの生産
が大きく落ちこんだことが報告されてい
る。こうした影響が、ロス海の西側にあ
たる我々の観測海域にも影響を与えたの
か、今後の解析が待たれる。
（小達恒夫：生理生態学研究部門・教授）
磁場観測、オーロラX線観測の結果が示
された。
将来計画のセッションでは、次期
SCOSTEP国際協同観測計画「CAWSES」、
SCOPEミッション、昭和基地MST/ISレ
ーダ（PANSY）計画、EISCATの将来
計画など、大型計画について多くの時間
を割き、議論が行われた。
（岡田雅樹：情報科学センター・助手）
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平均気温（℃） 
最高気温（℃） 
最低気温（℃） 
平均気圧・海面（hPa） 
平均蒸気圧（hPa） 
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平均風速（m/s） 
最大風速・10分間平均（m/s） 
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平均雲量 
2003年 2003年 
昭和基地 ドームふじ観測拠点 
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48.0 NE22日
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51.9 NE31日
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8月 9月 
-16.8
-7.1（1日） 
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1.4
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7.0
34.1 NE1日
44.3 ENE1日
7.6 
-15.2
-6.6（3日） 
-27.8（8日）  
980.9
1.4
65
7.2
31.2 NE16日
40.6 NE16日
8.2  
6月 
-64.3
-47.9（23日） 
-75.6（29日）  
600.3
─
─
6.9
11.0 NE23日
13.3 NE23日
2.4  
7月 
-66.4
-45.9（6日） 
-79.6（23日）  
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─
─
6.8
15.5 NE6日
18.3 NE6日
3.0  
8月 
-63.2
-45.0（2日） 
-76.2（12日）  
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─
─
7.0
12.6 NE1日
14.8 NE1日
4.4  
9月 
-62.9
-50.0（5日） 
-77.9（7日）  
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─
─
6.3
10.9 S30日
12.5 S30日
3.7  
昭和基地／ドームふじ観測拠点月別気象状況 
8月18日、4月27日から続いていた極夜
が終わった。日に日に明るさが増してき
て、9月末には真夜中でも水平線上は明
るく、ライトなしで歩けるほどになった。
これに伴って、宙空のオーロラ観測は9
月30日で終了した。
また、7月22日に気温－79.6℃を記録
した。日の出とともに気温は少しずつ上
昇しているようで、この分だとこれが今
越冬の最低気温となりそうである。
掘削準備関係では、ウインチの設置、
新掘削場の基礎・床張り工事、マスト起
倒用ピットの掘削を終え、順調に進行し
ている。
生活面では、6月21日の前夜祭から22
日～24日の本祭とミッドウインター祭を
楽しんだ。中でも特筆すべきは－70℃で
のドラム缶風呂で、温度差110数℃、髪
の毛はバリバリに凍り付きながらも満天
の星、オーロラを眺めながらの最高の体
験であった。また、越冬後半に入って時
間的ゆとりが出てきて、ビールの醸造や、
サラダ菜の栽培なども行っている。
昭和基地から
7月13日、一月半ぶりに昭和基地に太
陽が戻ってきた。これに伴って野外での
行動も活発化してきた。一方、7月31日
から8月2日にかけて襲来したA級ブリザ
ードは瞬間最大風速51.9m/sを記録した。
このブリザードにより、オングル海峡の
氷が流出し、海水面が現れた。この時期
にオングル海峡に海水面が現れた記録は
なく、昭和基地開設以来、初めてのこと
ではないかと思われる。このため、海氷
上での作業を一時見合わせていたが、8
月中旬以降、海氷が安定してきたので再
開した。
観測系では定常観測、プロジェクト研
究観測、モニタリング研究観測ともに順
調に経過している。宙空系と気水圏系で
は共同で国際共同観測Antarctic Match
に対応して、オゾンゾンデの飛揚を行っ
ている。また、9月26日に雪氷観測を目
的にみずほ旅行隊が出発した。設営系も
順調に日々の業務をこなしている。
生活面では、6月20日の前夜祭をかわ
きりに、21日から23日の3日間、越冬中
最大のイベントであるミッドウインター
祭が開かれた。フルコースのディナーや、
演芸、居住棟対抗の氷上サッカーなど、
ドームふじ観測拠点から
第44次越冬隊の家族会開催
現在越冬中の第44次越冬隊員の家族会
が、9月19日（金）、小島会長、大日方副
会長の呼びかけにより、本研究所講堂で
開催された。
北は北海道、南は熊本、全国から出席
された合計27家族54名と、多数の参加が
あった。用意されたプログラムは会長、
副会長の司会により進められ、家族単位
の自己紹介では、遠く離れた隊員との電
子メールによるやりとりの一端が披露さ
れるなど、終始なごやかな雰囲気に包ま
れた。
また、極地研究所の渡A所長より、
隊員を陰で支えるご家族に対し、お礼と
ねぎらいの言葉が述べられた。
昨年初めて昭和基地と会場を結んで行
われた衛星テレビ電話による交信の試み
は、今回、ドームふじ観測拠点について
も接続に成功し交信ができた。
会場に大きく写し出されたそれぞれの
基地では、隊員紹介や、家族との1対1の
交信が行われ、久しぶりに対面する我が
子の成長に歓声をあげる隊員の姿に、大
いに盛り上がった。
最後に中庭で記念撮影を行い、越冬隊
が帰国する来年3月27日、成田空港での
再会を期して閉会した。
私はこれまで3度、日本の大学研究機関からの招待の栄を受けました。最初と2度目
は、それぞれ1992年と1997年に、名古屋大学STE研究所に滞在しました。私はEIS-
CATスバルバールレーダー計画に深く関与していましたので、最初の訪問のときに、
当時の小口所長らと交流をもてたことは、日本をEISCATに招請するにあたり非常に
重要でした。日本は、1996年にEISCATスバルバールレーダーが運用を開始した時点
で、参加を決めました。このことは、その後のレーダーを用いたEISCATのもっとも
有望なプロジェクトの一つである「オーロラの微細構造の干渉計観測」などを可能に
する大きな礎となっております。また1997年の滞在中には、『極域超高層大気物理学』
という教科書を執筆しました。一方で、藤井教授をはじめとする多くの研究者や学生
と、EISCATに関わる研究、とくに「電離層のダイナミックス」についてともに研究
し、論文を書くなど、多くを学びました。ランチタイムには学生やスタッフと楽しく
過ごしましたが、言葉の壁も感じました。
今回の滞在では、日本でEISCATを進めておられる麻生教授らと共同で仕事ができ
ることを期待しております。現在EISCATは、30年間におよぶ歴史の中で、もっとも
重大な挑戦の一つに取り組んでいるところです。EISCAT協定は2006年に更改の予定
ですが、日本とノルウェーはその後もEISCATにおいて重要な役割を果たさなければ
なりません。そのためには、可能な限りのよい方法で、共通の科学的関心に向かって
力を合わせる必要があると考えます。国立極地研究所超高層グループとの科学的な連
携と、研究所の科学コミュニティ全体との、より親密な交流を果たせることを期待し
ています。
私は過去15年の間に20回ほど来日し、鹿児島から札幌までさまざまな場所を訪問し、
友人たちと出会い、幾ばくかの日本の伝統を学びました。今回はクリスマスと正月を
家族とともに日本で過ごすことになり、この機会を大いに楽しみにしています。
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来訪 
研究員 
V i s i t i n g  R e s e a r c h e r s
トロムソ大学物理学教室
教授。専門は超高層物理
学。北極圏環境研究セン
ター客員教授として、2004
年1月中旬まで滞在。
Asgeir Brekke
アスゲイル・ブレッケ
スリランカは、かつてゴンドワナ大陸の一部として、南極のリュツォ・ホルム湾付
近と合体していました。そのため15年程前から、日本の南極研究者が比較研究のため
にわが国を訪れ、日本－スリランカの共同研究は今も続いています。私の今回の研究
テーマは、「スリランカ南西部の地磁気マップに現れている磁気異常と、地表に露出
している変成岩に含まれる磁性鉱物との関係を明らかにすること」です。ですから今
後は、日本の南極観測隊が計画している「南極リュツォ・ホルム湾周辺の航空機によ
る地磁気異常マッピング」の成果に大きな期待をもっています。もう一つの研究テー
マは、スリランカ南東部の「ヴィジャヤン岩体」とよばれる地域の岩石学的な研究で
す。長い間、この地域は内紛のために詳しい調査をすることができませんでした。こ
の機会に、私たちの最近の調査結果をまとめたいと思っています。この地域と日本が
調査している南極地域とのつながりは、ゴンドワナ大陸の形成史を考えるうえで、た
いへん重要だと思っています。
私は、今回が初めての訪日ですので、この機会に日本の文化に触れることもたいへ
ん楽しみにしています。
1956年にスリランカ南
部の古い港町、ゴールで
生まれる。1994年から
スリランカ地質調査所副
所長。専門は岩石学。ぺ
ラデニア大学卒業後、地
質調査所でスリランカの
地質研究に携わる。西独
ボン大学で学位を取得。
平成15年度極地研招聘
研究員として、8月1日
に着任。2004年1月末
まで滞在。
Bernard Prame
バーナード・プレム
各種ふんだんの企画が行われた。
また、9月3日に皇帝ペンギンがつがい
第44次越冬隊員の家族の皆さん
で来訪した。1時間半
ほど基地周りの海氷
上を散策し、愛嬌を
ふりまきながら去っ
ていった。
●南極資料 Vol.46, No.3
研究論文1編、研究ノート1編、報告2編、シ
ンポジウム・会合報告1編の計5編が収録されて
いる。研究論文は越冬隊員の食事記録の解析か
ら栄養摂取量（中尾ら）を論じている。研究ノ
ートは、イメージングリオメータのRT-Linux
を用いた制御装置開発に関するもの（菊地・山
岸）である。報告は第42次夏隊長報告（加藤）
と第43次専用観測船の行動（小達）を述べたも
のである。専用観測船報告は今回が初めてであ
る。研究小集会報告は、43・44次の専用観測船
による海洋観測計画（小達・福地）を詳細に述
べている。
●南極資料 Vol.47, No.1
報告4編、シンポジウム・会合報告2編の計6
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昭和49年（1974）7月、道北唯一の科学館として、「青少年の科
学知識の普及啓発及び科学教育の振興を図る」ことを目的として設
立しました。
展示物として、「見て・触れて・体験できる」三十数点ある基礎
物理関係の科学展示コーナーと日本の南極観測に貢献した樺太犬タ
ロ・ジロを中心とした南極関係の南極展示コーナーがあります。
南極展示コーナーには、昭和31年、稚内公園にて全道から集め
られた樺太犬の訓練に使用した犬車をはじめ、南極観測隊が使用し
た防寒衣服・靴・犬ゾリ、当時話題となった新聞記事のパネルや樺
太犬タロ・ジロの写真パネル、南極観測船模型（宗谷　1/70、ふ
じ　1/50、しらせ　1/50）、第2次～第6次観測隊で使用した雪上
車・南極の石・第38次南極観測隊の居住棟のカットモデルなどを
展示しています。
また、別館には、第1次越冬隊で使用した無電棟・第10次越冬隊
で使用した居住棟・運搬用大型そり・小型雪上車なども展示してい
ます。特に、第1次越冬隊で使用した無電棟は、平成9年に国立科
学博物館が日本南極観測40周年記念「ふしぎ大陸南極展」を開催
した折に、厳寒の南極で生活できる、世界初のパネル組立式建物を
復元した学術的に貴重なものです。また、この建物は平成12年2月
にNHKのプロジェクトXにおいても、「南極越冬隊の奇跡」のロケ
で使用されました。 （青少年科学館館長　杉本政美）
3
稚内市
青少年科学館
〒097-0026
稚内市ノシャップ2-2-16
TEL・FAX 0162（22）5100
ホームページ
http://www.city.wakkanai.hokkaido.jp/kagakukan
/index.htm
●平成15年10月1日付け
転出
酒井 量基 独立行政法人国立少年自然の家
国立若狭湾少年自然の家
庶務課庶務課長
（管理部庶務課広報係長）
●平成15年10月16日付け
転入
坂本 好司 管理部庶務課広報係長
（総合研究大学院大学総務課
企画・連携協力係
極域科学専攻事務主任）
転出
平野 晴香 総合研究大学院大学総務課
（管理部庶務課）
11月13日 南極本部総会
11月14日 しらせ出航
11月19日～20日 第26回極域気水圏シンポジウム
11月28日 第45次観測隊出発
12月4日～5日 第26回極域生物シンポジウム
の地震探査（宮町ら）、それに付随したスチー
ムドリル開発（渡Aら）とラングホブデ東方裸
氷域での滑走路調査報告（本吉・勝田）である。
シンポジウム・会合報告は前号に引き続き、専
用観測船による海洋観測に関係した44次打ち合
わせ詳細（小達ら）と4船による南極海時系列
観測（小達・福地）を取り扱っている。
●Polar Geoscience No.16
全部で14論文が収録されている。分野別では、
測地・固体地球物理学（4編）、地質鉱物学（9
編）、地形学（1編）である。第43次隊による人
工地震探査結果（地殻の地震波速度構造、
Miyamachi et al.）が巻頭論文。地質論文は
Dronning Maud Land, Enderby Land, Sri
Lanka等、広域に渡っている。地形論文はヒマ
ラヤ断層のシミュレーションである。
人事異動
極地研カレンダー
近刊紹介
南極展示コーナー
別館内部
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国際連合大学の環境教育を機軸として、青少年に対する環境教育活動を行う目的で
設立された「こども国連環境会議推進協会」は、国公立官庁や各国大使館など70団体
の後援を受け、8月18日から20日までの間、中高生に対して地球の環境保全について
学び、地域のエコリーダーに育てる「平成15年度こども国連環境会議全国大会」を開
催した。この会議には160名のこども達が参加し、当研究所には、極地における地球
環境調査についてのワークショップとして研究者の講演と展示で学ぶために来所した。
80名の中高生は、講堂で渡A研太郎助教授の南極の自然や、オゾンホール、温暖化
気体の観測の講義をスライドを交えて約1時間受け、地球環境が南極環境に影響する
知識を深めた。講義の後は、2班に分かれて交互に映画『南極の詩』の鑑賞と1階展示
室の見学を行った。1階展示ホールでは南極経験者から展示物の説明や、氷山の氷の
観察など南極についての広い知識を学んだ。
こども国連環境会議
全国会議ワークショップ
平成15年度、第2回目の南極観測「講演と映画の会」は、当研究所と総合研究大学
院大学主催、碧南市、碧南市教育委員会、青少年育成市民会議、青少年育成推進連絡
会共催事業として、9月27日に碧南市芸術文化ホールにおいて開催した。
この催しは、南極観測事業の成果の広報と事業の普及を目的に毎年全国の主要都市
2か所で行っており、今回で30回目となる。
当日は快晴の天気に恵まれ、会場には同市内の小・中学生をはじめ、一般市民など
約300名が集まった。講演に先立ち、昭和基地の第44次越冬隊とのTV電話交信が行わ
れ、6名の小学生の質問に現地の小島隊長達から丁寧な回答が寄せられた。春を迎え
た昭和基地前の氷山の蜃気楼が映し出されると、会場から歓声がわき上がった。
講演は、「白い大陸からのメッセージ」と題し、神山孝吉第43次越冬隊長が、南極
の自然、観測隊の活動などを、スライドや氷山氷を使った実験で、わかりやすく紹介
した。小学生や一般市民から環境や生活などに関する活発な質問が出て、参加者の関
心の高さがうかがえた。また、講演後には新しく作成した映画『南極の詩』が上映さ
れた。
会場前のホールには、隕石、生物標本、岩石・鉱物標本、しらせや雪上車の模型、
写真パネルによる「ミニ南極展」を設置し、参加者は開会前や開会後に熱心に見学し
ていた。
南極観測経験者有志によるボランティア団体「南極教室」が設立されました。
NHKの南極生中継が行われ南極に対する関心が高まっている中、まもなく50周年
を迎える南極観測事業をいっそう多くの人たちに知ってもらうために全国で講演活動
を展開しようと、今年の5月に、南極観測OB（隊員、観測船乗組員、同行記者）に参
加を呼びかけて設立したものです。
現在会員は約200名、設立については多くの新聞で紹介され、現在までに全国から
40件あまりの申込があり、経費節減のため開催地に近い会員が対応して講演活動を行
っています。 （「南極教室」代表・東大名誉教授・國分 征）
「南極教室」への申込は、研究所広報室気付
（ファックス03-3962-4709,  メールvolunt@nipr.ac.jp）で受け付けています。
碧南市で
「講演と映画の会」を開催
ボランティア団体
「南極教室」設立
編が収録されてい
る。報告はいずれ
も地学野外調査に
関連したもので、
42次のエンダビー
ランド古地磁気調
査（船木ら）、43
次のみずほ高原で
編 集 後 記
南極観測隊員が出発するこの
時期は、例年何かと慌しい。
特に今年はこれに加えて法人
化の準備やしらせの後継船問
題等で、さらに慌しいように
思う。皆様、体に気をつけて、
良い年をお迎えください。
（野木義史）
衛星による重力場測定
人工衛星が地球に向かって落ち続けているということは、
力学の基礎を習ったことのある人ならよく知っている話であ
る。初等力学では、衛星の運動はケプラーの法則に従い面積
速度一定の楕円軌道を描くことになるが、現実の衛星軌道は
地球の重力場のゆらぎを反映し、常に少しずつ変化している。
従来、グローバルな重力場を決めるためには、このような衛
星軌道を地上から追跡するしか方法がなかったが、2000年
7月に打ち上げられたCHAMP（CHAllenging Minisatellite
Payload）では、衛星に搭載したGPS受信機で精密な軌道決
定を行うことで、歴史上はじめて、衛星そのものによる重力
場測定が可能となった。CHAMPで採用されたこのような
重力場の測定方法は、高高度のGPS衛星（高度2万km）か
ら高度数100kmの低軌道衛星（LEO: Low Earth Orbiter）
を追跡することから、High Low Satellite to Satellite
Tracking（H-L SST）とよばれている。
衛星からの重力場を測定する方法としては、このほかに、
同じ軌道上でのLEO間の相対的な距離変化だけを測るLow
Low Satellite to Satellite Tracking（L-L SST）がある。
図に示すように、L-L SSTでは、衛星間の相対的な距離変
化だけで計測するので、H-L SSTよりはるかに高感度な重
力場測定が可能である。
2002年3月に打ち上げられたGRACE（Gravity Recovery
and Climate Experiment）は、H-L SSTとL-L SSTを組み
合わせた衛星で、1000km以上の空間スケールで、水の厚
さに換算してmmオーダーの質量変化を検出できる感度をも
っている。GRACEの主要な目的は、このような高感度を生
かし、陸水、海洋、氷床変動などに伴う質量移動を重力変化
として検出することにある。GRACEのデータ解析が進めば、
南極大陸の氷が増えているのか、減っているのかといった問
題も、氷の質量変化として直接的にとらえることができるよ
うになるであろう。
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●総研大学位記授与式が、9
月30日に各研究科長、副科長、
専攻長の列席のもと、葉山の
大学本部で挙行され、極域科
学専攻からは、生物分野の鮎
川恵理さん（南極におけるコ
ケ植物の繁殖特性と群落の成
立過程、指導教官神田教授）
と 梅田晴子さん（光学式プ
ランクトン計測装置を用いた
南極におけるカイアシ類群集
の分布に関する研究、指導教
官 福地教授）の2名が小平学
長から学位記を授与された。
発行日／平成15年12月10日
編集発行／国立極地研究所広報委員会 〒173-8515 東京都板橋区加賀1-9-10
電話：03-3962-4747 FAX：03-3962-4709
ホームページ：http://www.nipr.ac.jp E-mail：www@nipr.ac.jp
表紙の写真：昭和基地から約100km東方の、プリンスオラフ海岸・明るい岬で発見された
ルビー（Al2O3）の結晶（赤い鉱物）。黒い大きな結晶はコーネルピンという鉱物。ルビー
とコーネルピンとの共生は、昭和基地周辺でははじめて発見された。
C O N T E N T S
no.168 
December. 2003
研究の前線から　02
地球システムに果たす 
南極の役割は何か？ 
 
極地研TOPICS　04
航空機による人員派遣と 
情報化時代の幕開けを 
南極地域の環境保護等を 
マドリッドで討議 
新しい極域科学をめざして 
第4回 国際極年 
（2007－2008）に向けて 
 
世界の南極基地　09
テラノバベイ基地 
ワークショップ　10
第9回 
南極地学国際シンポジウム 
エルズミア島における 
氷河後退域生態系 
極域超高層物理観測 
シンポジウム 
インテルサット衛星回線による 
テレサイエンス 
極域雪氷試料・コアを用いた 
地球環境変動研究 
複船時系列観測 
ゴンドワナ岩石圏 
第23回 
南極地学シンポジウム 
 
ようこそ極地研へ　12
バーナ ドー・プレム 
アスゲイル・ブレッケ　 
観測隊だより　13 
昭和基地から 
ドームふじ観測拠点から 
第44次越冬隊の家族会開催 
広報　14 
こども国連環境会議 
全国会議ワークショップ 
碧南市で 
「講演と映画の会」を開催 
ボランティア団体 
「南極教室」設立 
お知らせ　15
極地博物館紹介 15  
極地豆事典　16
総合研究大学院大学・ 
極域科学専攻コーナー　16  
 
国立極地研究所編集・発行
ISSN 1347-6483
総合研究大学院大学・
極域科学専攻コーナー
L-L SSTの概念図。質量が過剰な場所では、衛星軌道でも重力ポテンシ
ャルが大きくなるので、先行する衛星のスピードが相対的に落ちること
から衛星間の距離が縮まる（左図）。一方、質量が欠損する場所では反対
に衛星間の距離が増大する（右図）。GRACEでは、衛星間の距離の変化
をマイクロ波レーダーで高精度に測定し、静的な重力場のみならず、重
力の時間的な変化も計測することができる。
●平成15年度10月期の入学式
が10月10日に葉山で行われ、
極域科学専攻には、地学分野
の新入生1名が入学した。現
在の極域科学専攻の院生は15
名で、分野別では、生物3名、
地学7名、気水3名、超高層2
名である。
●総研大ジャーナルの第4号
は「総研大の脳科学」を特集
記事として9月末に上梓され
た。麻生武彦（北極圏環境研究
センター・教授）
